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E 爽瞳薗畢及び考轄

1 磁盟及び目線の比電得度

(結果)

続賞抱えぴ闘"の比電線度の測定の結果は閣 1及ひ趨

2 に示す誼りである.

関 1 縫磁のJt電忽11< 図 2 荷肢の比電@度
o 0

之朝日 Kohlrn凶'h や J. L.R.Morgan 等の

iI陪値 U占lま郎、.邸ち磁晶欄棋 lこ混血叫に

停叫沼精度は上タ干し，何 I' も30-4{)%に於て般荷

僚を与え，その鈎 II に於て念摺に降下し，鍵慣の場合

は 9ふ-9 5% で再び極大位を示す o j(温度上昇に従つ

a向

jl 削 j
"

て 10"_5O"C 聞の比電1II!t:を穏定した.

4 混肢の水分滑1Jlによる民沼野S皮の変化

下袋の如き審議とする 6橿の出腫に草案水を加えて

ゆき，岬・'....so"c 聞の比電場安を鴻定Lたa

事長 I i.'lBt血合散鉱誕

No.1 No.2 No.3 !'¥'o.4 No.5 No.6

H:SQ. 0.46 0.91 1 田 3.66 S.SO 16 担

Hお0， 111111

(也上毘の態依 i玄関"をを鈍 Rとした陵会宜盈比で

ある.

比包帯:Illの測氾には It て Arrhcni 田の電l!JIIl咽定

特務{阻if; lSmm の府金製円 m~ 語抵電甑間際緩

冊mm) を川ひ I Kohlra 也sch-Urldge を以て瑚恕し

た.

1 磁調慢の比世!!I1llの制定(依j闘を鮫腕 98.72~:

HtSQ4, S.G.:I 剖]

磁摘をお択し，その比慨によって""，た各浸度の礎

隅ホが演の 10 ・-so ・C 聞の比曜JlI!J:を;)\定した.

2 冊般の比電線 III の潤~ ({車 Hlftt· Jil飽師団 96

HNO~. S.G:1.42)

(1)と同憾な刀法に依り測定した。

3 出融の比電摺IIIの麹定(fJl'lJ1間拘 72~: H:S
0..69 ，掛~: HXO,)

闘"の脅観比'11. の間合で変化させた混用を'II唱し

JI lI!験方法

I 序冒

現在日化IDeに僚制されている坦般の~合成分友ぴ

街並 l主，後 III 化有鰻化合物の虚掴 s 冊化の程度，Ii応

僚符等に!Iiじて契験的に軍線計 tて札るが，未 f二理主

的方針位磁~されて，1<咋、、

級車の学置に世 ;---..1 ま， I!l fヒa織は埠躍中に形草され

るィォ ν と依 m化物色のイオシ交狼 E応， !野調， d.

diti 。包-e ll 回国1I岨に依る&考えらす ι 儲融 i三田授

に仕ペ τ 温俄であるため， lTIlt<主唱法とし"C fWI!L
nit l"Onium-i聞を生ずる.ζのt1 ilfonium-ion は笥

い求宮下であるために， ζれとlliTK目指との悶にイオ

ν陣地ーrるf とによってートロ化合蜘剖され

ると考えられる。然しi且m中には礎情。訴融分の他に

水分の三成分を含み，この三段分納互の効葬初当掴まな

ため，容必に解朗自米な、双監にある.

普々は拠mに相するイオシの解離状障と開イ国首カと

の関係をヲllJll'l'べしその手始めとして礎融，富市捜友

び混用の比'it"'，定をI痩凪際合比，沼自宅密撃を変化させ

て測定してみた.
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.. ヱ鎮火窃也会 to 第1J~ S!lZft

て比醐障は HH る。訂悶.，ま 69.8:: 凶のiU:で

のIt世符度を求めることは m*なかった治、文献に依

れば 96N 鰍涯で僑小値を示し， ~!ぴ I" 持することを

示して、る.

(考鋭)

儲恥及む on闘では 1品、嶋%の渡!i:では比電盟百をに大

した盤は見られないが，漫度の大なるところ(例えば

町4酔却では嗣微に相当の比電 III皮の閉会を生ず

る.ζれより見 τ 30- 40:: 附涯の漉貫昨日 ~O~

と H~O. 3tl-::lI X白と H~O 聞の各の iODi z.a ti 聞の

傾向が大であり.そ hI 孔j では1:1:5 04 叉lま HX O$

の分 τの形による膨曹が次第に1lI加するためと Eわれ

る.豆諸費電ではその給健が後らか匙響して〈るのは勿

磁の ζ 主である.

Hタ04+ I-I占:ニ ~O++HSOr...··...··..···(l)

2H~S04=H 必。け +HSOr ............(2)

(I)式は日，50，・H"O で SUI:: H~O‘であり，

之は箇上で現われているが，，"恒 Hる04 (1:1:504

8.16H_O) ，3(加1I~S04 (H~仏 12.8 H:O>附返で何

散に比'"'事箆団ちイオパ回:人主なるカ北未f!;.r-闘で

ある. c水イ回知こItては H:SOl·II~O Iえぴ Hタ0，

ZH"O カ布慢罵され，その他 3H:O 匂の多〈の水積噛

の存者も皆ぜられて、必カら儲飽されて居な、 .J

"別に Ch<il in I(<'9のスペタトルの瑚定から見ると，

l-I:S04 b:也d 'h 阻ドso帽で見られ 50:: で郁夫す

るo HS04-baDdIま如何町f.![で型われ，水僻波とな

るに 8をひ之が榊却し，別に SO/'ba 叫がお%以下に

於て;l( mにJft1m"るとのき実際がある.
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国 3 i直後"竃@度@温度に止る変化

ここに H~041玄釦94 以下では湘失し. 95:: 以!

では磁摘のm合方唱って居り，比電昭事由主低下し，

"P4 附古からは HS04- が怠遭に地却するため，比

電窃度tま念識に増加するが，初'::以下では量〈

日田r が剖俸となり，初μ 以下になるとHp の滑

加がイす y化を妨げるのではな、必‘と~tわれる.

HXO.--H~O では3'"曜 日XO， (IIXQs·S.2Hρ九

ωヲ"HXO.(H :SOs·5H:O) ず省向なる-1"，.:.-解趨決.

Eにある念，:00らかでむい.

厨 1 )1.ぴI'll'から醜成分剖に湿度と比電鳴及。関係

を誼障すると，ほほ官後となるので，不足並によって

値を計算して母示したものが司 S及ぴ舗 4 である.

之等から見ると H::SQ4 1!ぴ HX~ 共に誕ド40rs

の漫J!!に於て比電得度の坦変勾~:‘制二であり，そ

の前後は弐第に低下して、る。更に各町鎗の勾If C比

電場度~哩度}を図示すると， I'll'となり. H~4・

axo，劃こ紛がで般大肯Eを俗る.土は祇加の際

的星度に対して比電昭事う唱だし〈修雷を丑けるもの

で，野田よりも磁闘の方に修雷か入金、結果を不し

た。 ζの点から漫皮の大なる方では磁lIt.'権払二Jにし

た由主b叫漫受の小なる方では百聞の修~:'J、で

ある.白ち永の多レところではイォ，化節向に温度の

修費は大きいものではなレとも云える。

冊化がイオシE応と見散すもー般に用いられて、.

る混Jltit分にr，てi1it枝分カリト却I:; U'J聞で i主igの

影宮iま大ではなk 悼む磁置は理ll:"Ii\!ft>:大であるか

ら，温度を上げる盟温度上仰による効果は促置すると

もま支える .c思し，これは各惜別々の場合で，由躍とし
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"
した比百'!1m:ヲr'l(C)をHit加もた給卦l と刻E制して訂償費

の比屯向車度!主側々の備の比世III股が，:、々巡鍛中で単~!

に働k て厄;0-1':企〈別な形 C皿われる。

磁限分の1" .掛rf."，即ち敵mが ~/IO Iμ誌は比世精度

に変化ず且られな、、この施凶では埠剰の II~SO. が

分予の払戒はその盟イ干の形でイ'FiEし，イ?ベヒされ

たものの慌均成をlIi1fてL ・るものと見られる.管法R軒:

5hg 以下になると m守0，の榊加{或ひは H:O の柵

加) Iこよる単独比包羽度の掛mと世に比1It~事貨が上ι持

して、るζU臼円形磁賃貸の屯河昨l1JJ よりも民健相こ

よる H"Os のィォ ν 化盤州大が比電理事!llft加として

現われたゐのであろう.

ギX験に於てiftNtl!1の H:\O~ カ: oW:' 以下のIll，

HcSO. による H:\'O~ の f オン化が相当効果ありと

見られ， H:\Oa が 50:' 以」になると， H:SO. 治 H.O

のイ寸シ化に?間伐されるのではある言、か.木間で叩

殿句"混M陸相ま，

H~SO.

59.23

0.60

Jf 闘 亀有滋 E支の比電気伝 III 度の測定

¥

てρ>I.脚坊位なる0)
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eある.

Gro 臨 212 即日間拡削除辿院で剛 tv: 泊むの
は (H :!，'>O.n 叫)と (H~O 卯lol+H~Omo りがある

割合惜以肘で，引なルで{ドの肘明仰

になると兎炎し，渡辺 t1J ミ民は然水 m~ 貨でお 0， に

相当する HQ·NO: の，" 0】%は H"'Os カ:.w，.: の，~

会す人となり，主品合継も 1-INOa 40:: のPtr.~大となる

よとを指摘してレる's'からしても，上肥の推測に大し

た限りはな、。ものと mじられる。

3.jJ~の水分 lft 加による比世別皮の変化

(結刑

国 11 二示した明1lJ!1!請に鈴て (1) ， (2) 及び (3 ),

""ち配合除班盆の小なる滋躍では比世場度は氷分滑

;'，1.温度 i 併に作、ほほ直線的にk昇している.

mしながら， (吋。(5)及び(6 ).即ち恋合晶鴨宜

の大なる浪!t'~l時ill閥tlニ水分時、点では水分場

加に件、比電時出まII瑚的にム舛するが，含手lit分'il;

少〈なるとき，即ち磁償金カ晴加するときは比喧思III

には大した変化は見られな、'0 然しながら之等の組成

のillJIl (吋 ， (5)11.び(6) の温度上併に対する比m

樽m:の "'IIま直線I巾こなる傾向を示して、る。

{考 ~1)

国 7 に於亡相阻~'m:分の同じ比1l1l/lm:を与討しるとこ

ろの比(曲線勾配)はめんど等し、、色且倣しj~る故!

字守山総は比明開成軌1-.1哨て雌般の置量%が0 となる

}，'Kで;"，ることになる.(各l船主により，このIt:世潟j定

軌上の位i置の見るζ とは勿illである。}匂ち同寸且!Ill二

鈴て除鴨分断JJiだ多〈ならな、箆図で.!ま酷と冊腔
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悶 S 磁酸と前首院の由民IJ<による"l7零度変化

2 配合世肢の比fttl!l度

(結果)

図"こm-t泊りである.
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純 情1野 町 醐O鮮 か り 揺 次 則 般 のt i tを 増 加 し て

比 が1 : I と な る ま で 比 m J I l 度 に は 殆 ん ど 変 河 じ は な

し そ れ よ り 拙 恨 の 低 か 榊 加 す る に 伴 っ てJ t電 符 阻 ま

ぞ や 念 滋 な 上 野 を: ii d ' "附 ゆ 師 合 の 出 織 で も 滋 度l

排 に よ る 比 電 線 陵 へ の 影 曹 は 附r， ~ ' l l と 見 ら れ る 。

( 考 祭 )

図 1 1こ 即 日 し た 磁 珊 並 び 似 聞 の 単 独 比 電 刻 限 度 (-:><
11'b) と，磁胞及び il 闘の比百瑚俊を依 III 削合で計 -11

闘 6



節 2 ..

耐のJt電勾:!!に対して太~な修脅を与えていることを

討している.而して H必04+H=O のイサシの解砲は

前の( 1)丈で，

H~.+H~-H;O +HSOr

mul j乞 98 :18

問?4 比副 5; 15.5

であるから 本宅建検の範図で f1 ， H~~: IS"':J;よ上の
ため，イオ叶乞されない H~~:. 余分に存復して，

イサン解緩Jl'の誠少語ら比軍匁Jl'に最も修司 Eしτ、る

のではな L かと且われる.

第日毎ヱ貴君火!11悔会誌

..ｭ
--.~

捻聞及び S閣も副長に蛇之容を出合し t$/.ft， ニっ、て陵会

&温度を変えた銅盗事基盤の比電 ill'" を渇';l!してi!Jたる

結集から処!，与して，

，)漫!II:の筒、骨分に闘する闘をと E附柏比電母!!ft

鐙異と，イオ v化傾向に緯謹を加え，

b) 遊離の比世帯皮 It lE合情と圭 <A るlfJ 際にある

こと丑ぴ誌般によるiTlI喰裁に氷の 4 オ L 隊緩の傾向に

ill えした a

混僧中の成分比による比篭得度への Mと，之会<1'

化に 2定lまず効来に圃してはJ!! I二検射を組えて彼自の淫

袋に置。，今回は厳なる実験紡~!の ~l に止める.

箇誼II

(恨 ;;i
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1JI8 rlftb"分晴加企先電毎度

{位上国幽IIIの( )IIIの帯閉ま， I'l l に示した得

出m罫号に同じJ

•6・. ｭ
時制ー--,

小方芳ill; 有・反応曾砕い 1“

1<'.Kohlrauwh&L.Jlolbom:n舗 Ldt\'er

符加 gee derElectroh'ten, Leipzlll 四泡

③ J 机]olellar; AComprehensiveTrentlse-PO

InorganicnndTheoret[CllIChemistrr, 8.518
0醐}

(i) Hiffcn;Th~ Raman 四回 nod iuChemical

Application, eh.24

Groggios;AnitioandiuDeri\'Athω ， New

Y町匙 72 (1924) , J.C 恥c. ，応 (I 幻勾

法姐 ilA; nft.J:C#大会，附拘 25 ， 10

隙ヨヒ

s
a

の閉会を変えた際，比電得度と H長0，μ の田係は

H~._O の点からヲI. ・た illlll，l!Jち '1，軍国国Z で

示される.豆沼 7 の 10'・C に鈴ける蹴路から H必0 ，

の等買益%に於ける比電iII!ft値を2突き出して H~%，

3/.(之 HXO::: 対比電線疫を示したもの措祖8であ

る.

各府長o. 置量74 の各舗は多少の偏車はあるけれ

ども， RおOヨ震量E75 のAuMIニ拘ら r人体-，.n:aHこ

添っτいる.国 8 では. ~111の litOの怠抵Nヵヨ昆

@

@

~....、‘

一町

ー同組

"l..:，.‘凶

叫噛

崎、.
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.••.一内相場山一

..量T4の磁波量会t:i:l1I:の宿泊t~

"，，'含有量%t比竃等皮 (10向C)

,
4・..

図 8
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仁多 ;fl~ ・阿反 事事磁Iltl' ..."'.)試験に斌て{節ー側}

Themeasurementofthespecificelectricconductivity

ByG.Yoshida&M.Kameishi

Th. ゐ戸 'Ci r.c clc 電Hie condu C: liviti 白。 C .!Sulfuric,oitr:cantItI,e mIxedaε:d wcrcmcasured

b}'thcKohlrlt 岨凶 mcth 刊。 n \':l rι。回田町田 troti005 旭t.I temperatur 舗

Ther筒ロ Its is 臼 CollQW ち，

{リ The specificelt'ctrteCOlldllctivit)'of 日UUTic acid 間II nitr1cltCir1betwecnI o.- SO ・c

showmaxlrnumIttabout3IJ::conccntrati 叩

(Z) Thespecific 回吋岡山 :it)' of 山e 四If'也記町 td aodtbenitricItChl at 四y 田町出品

ationlirellof'arlyillcrcMedwiththetemperatureRodthetcmpeTatureindication

ismnximllmat 誕ド情活曲目 cotration

(J) Th~ dUra C1C1' tst! 凶。 r specificcl~ U" ie 凹凶町 t IV 均。 C encbaciddi 銅ppear wh 四

mix"

(") Theele 山!.回国町 ti"'it}' ofmi.J:吋 ac:ds 渇担。 rc inft 町町 ed bywat 智世.，恒l!I in

that acid 白血同 nitric !¥Cit!conte:as, wherebo山田 m回目別'! lUCI叩 lzed b)' 担Ii.

¥lr;cacidcontents

{TheR)'usbllI附 itllt o，l of Technol 叩}

発破後ガスの試験 lこ就て(第一報)

伺i側"苧 4 JJ lS n~J 同

仁事前到・岩崎信治・1" 1叡宜主

(m ド化須怜式会駐車..作家舟}

91

I 輯冒

工穏川繊即時 Sの大線分が坑内包即日される嵐官

上，その!I!川に~って生成寸る気体の ~I'" 且びそれに

\IJ'-"る憐件<i n兜は!l!!llの恨出!にも削1l 1:1 こも極

めτlR'l lな問岨である.孫に燐磁 lま拠隠(直川される初

合何れも鍵らかの有担'"の樫生を作品そ IU ま作ヲ長者

の健援に関係しJlつ作自 Eのiii 唱jにも修膏ずるものであ

る.我叫まなるべ〈ヨ警備使間される場合に抵、続件で

後">をI.(輸する Jl留を II置し，試験に n手したので

その鮎却に就て級世 tr る.

II 従来の憧ガス低額獲量

火![聞の崩発生成">の研究 l叫t剖討として盟溺

民1Ifの研究を目的主して IT なはれたのである.:， lt の

役実間的必須に応じて健婦が実穏健川される場合に生

ずる<t l弘"''''物を対照とした研炎劫覗れて来た.それ

等J) 中主なるものを得げると突の削〈でゐる.

AlbC'12tび Xobel の持費.両氏の研実t主主に盟巴
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火薬の賂鎗'仁成物を扱ったものであるが li 名なのは

容極的 'Soc の肉 l'}:tl( シベ Q JOg l1 ~f 愛の拭現によって

主としてぬlJjl~1!1:と低(民主唆拘の組成について検制し

アミ.

向Tmll 制 Vle l11 e 叫~P 柑凪℃の酬を
甥約した加 mbc をfむ川し，倣J{の i星組属鉱野[ピタリ

シE匂宅の他の煤!Il)をJIl l .て主として鈴拐裕度か'l!!ヨ起

の正路 iニ及ぼす fj.~ 研究した 3'{tf... 'iJ. 闘を剥，.す

る誌の畑町 j叫した，

u ‘:h e1の鍵?l:; ~;配主成物。試験設置として爆事

研強盟吋 t もー普切切二(止 III さ ivc 、。る.生頁棚ま Sをさ

叙!om，外 1表>Oo m の銅烈阿智で内世{之聞き 48 ，3c m，

jilt 孟 Z仇官時間百 15' である.銅烈の却ま"本。

太い «k> で止められて UP)λ 覧強大星同なもので厳

木誕泡 g植民放出来る.

以上 l却に緑泥底力の骨担鈴 !n と劇"になって、‘る

ものであるカ弾完勝怠 J) 測定と鎗 III になったものにも

種・ある. ハ

Berthelot'O-.'!:'-~、，少量J)l>t ll を忽，l!した自食器




